



講演者 Jean-Jacques Origas氏は、フランス国立東洋語文化研究所（INALCO)主任 
教授。1937年、バーレ、スイス生まれ，フランス人。1956年〜1961年パリのエコー 
レノルマールスベリオールのラテン語、ギリシャ語、フランス語、 ドイツ文学 













































鸥外は、 r うたかたの記J 。これは明治23年8月のものですが、少し説明します 
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確にいうと、都市計画の眼で見ているもので、 「築きおこしたる」の言葉だけでも 














り一^^の中央の場であるから、 - つの都会であるから、そこにドイツの国々 一  










































へ一人の人物、日本人の画家で、巨 勢 （こせ）と言う人が出てきます。そして-つ 
の思い出を話します。
ニページ。 「大人氣なしといひけたで聞き玉へ。謝 肉 （カルネワル）の祭、は
つる日の事なりき。J ケチなことを言わないでお聞きなさい。力一ニバルのちょう
ど終わる日のことだった。 r r ピナコテェクj の 館 （たち）出でし時は（. . . ）]
の都会には、大きな建物、そして大きな機能を果たす建物がありまさに館（た
ち）は、 r ピナコテエクj は博物館であって、新しい絵画と古い絵画を収める、 ド 
イツ、あるいはヨーロッパでは最も大きい、美術館の— です。 丨r ピナコテェクj
の館出し時は、雪いま晴れて、街の中道なる並木の枝は、 -つ一つ薄き氷にてつ
























としては「少 女 （おとめ）J を使っています。













が、この時の少女が姿は、堇花うりにも似ず r 口才レライ』にも似ずさながら 
凱旋門上のバワリアなりと思はれぬ。」これが最初の第一行に出て来た、女神の像






















學 校 （すなわち、美術館）の庭の木立のゆるげるのみS りし窓の硝子をとほして見
ゆ』。非常に美しい文章です。でも、色彩と見れば、自然もこの都会の中に入るの












































ずる兵卒の正服つけて、」 一 兵隊がなければ、国がない、または国の力がないの 
です。そこでその音は点呼するのです。命令を出す、短い声。 「黒き毛植袅たるバ 
ワリア鍪戴ける、警察吏の馬に騎り、または徒立にて馳せちがひたるなど、雑沓い 
はんかたなし。 j 終わりに、雑踏、国の力のための雜踏。これは、一層、黒と白の 
世界、その都会、あるいは、その日々を浮き出させると思います。 ‘




























める前に出て来る。j 「びたりj 、いよいよ現在が して来る。そしてこの文の






ポルトカル語では、 uma espécie de galo silvestre” 鳥の 一 種です













すに腰を卸して向側を眺める。J 川は、ロンドンのテームズ川です。 「倫敦に固有 
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中 （うち）に，つて家の方（かた）を这る I と言う理屈、すなわち、これが、 
もうすでにある意味で収めがたくなった本当の大都会の-つの形、それを見ていま 










- 室の經営に苦心したか。 j - 番屋根裏のところに、自分の勉強部屋を作ったので 
す。 「彼は彼の文章の示す如く電光的の人であった。彼の癇癖は彼の身邊を囲繞し 
て無遠慮に起こる音響を無心に聞き流して著作に耽るの餘裕を与へなかつたと見え
る。」 丨無遠慮に起こる皆響。 〗 一 「洋 琴 （ピアノ）の聲、犬の聲、鳥の聲、鸚鵡
の聲、一切の聲は悉く彼の銳敏なる神經を刺激して懊惱巳む能はざらしめたる極遂
に彼をして天に最も近く人に尤も遠ざかれる住居を此四階の天井裏に求めしめたの 




主人公の耳邊に起こった。j 一  この「又も」というのが、哲学に耽った漱石の、
つ の 目 で す 「成程洋琴の音もやみ、犬の聲もやみ、鳥の聲、鸚鵡の聲も案の如
く聞こえなくなつたが、下層に居るときは考だに及ばなかつた寺の鐘、汽車の笛、 
偖ては何とも知れず遠きより来る下界の聲が呪の如く彼を追ひかけて旧の如くに彼 










































voyager sans bagage”，荷物なき旅行者、身軽な人は、le nouveau continent et
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le vieux continent、新しき大陸、すなわちァメリカ大陸と古き大陸、すなわちョ 
一口ッパの両方を見たのです。これも非常に珍しいです。






第九章の「崖」です。ここでは、 「崖」が 「昔から市内の崖には別にこれという名 
前のついた処は一 3^ もなかったようである。」どんなに細かい地図を見ても、江戸 
の崖には名前が一-^もないのです。 r r紫の一本j その他の書にも、窪、谷なぞい 
う分類はあるが崖という一章は設けられていない。」これが荷風独特の言い回しで 




















みていくと、鸥外や漱石 一 もちろん、二人は極めて違いますけれども 一 に負け 
ないほどの現実を再現する力が、荷風にはあることが分かります。 「私は東京中の 
往来の中で、この道ほど興味ある処はないと思っている。片側は楹と竹藪に蔽われ
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て昼なお暗く、片側はわが歩む道さえ崩れ落ちはせぬかと危ぶまれるばかり足下 
を覼くと崖の中腹に生えた樹木の梢を透かして谷底のような低い処にある人家の屋 
根が小さく見える。」 一 こうしたところでは、立体的な遠近法のある描写がなさ 

























上る石級を好み、巴 里 （パリ一 ）の大通（ブールヴァール）よりも遙かにモンマル 
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斜めに行く遠近法、これが荷風の発見なのです。このニ行の詩の翻訳は、大正2年、 
すなわち1913年の荷風の訳詩集 r珊瑚集j から出ています。普段、近代ヨーロッパ 
の訳詩の一番の大家といえば、 1：田敏と堀ロ大学とされています。荷風の r珊瑚集j  
は、どちらかといえば黙殺されがちで低く扱われていますが、私は、荷風には詩の 
翻訳の天才に近い才能があると思います。例えば、先 の 「かの平和なる物のひ< き 
は/ / 街より来るj は、日本語のリズムとして7、7、7で、短歌でも俳句でもない、 
と同時に、“Cette paisible runeur là/Vient de la ville”という一 種の幸福感 
を日本語に充分に伝えることが出来たのではないかと思います。フランス語の最初 
の一段だけを読み、 一 これはあまりにも有名ですが 一 荷風がそれをどういう風 
にしたのか、見てみましょう。
Xe ciei est，par-dessus le to itf
Si bleu， si calme!
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